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 審査結果の要旨
 最近,降圧性DolyDepti〔ieであるkininが種々の疾患1てむいて病因的浸剤を1寺つこ
 とが椎察されている。これを確かめるためにけ,kininπ関連すろ璋々の物質(kinin自体,
 kininの前駆物質,kinm生成酵素,kini且破壊酵隅等)の測定を各種疾患について多角
 的,綜合的に行なう必要かある。
 著者はi(ininに幽する臨床的、汗究の一挨として,血中のk⊥piじ・破壊酢煮(klnir以S已)
 の性質をイ肝死し,さらに謹々の疾患にお・けるそ・の1舌性を合成br以αyki皿inを!直霞として,生
 物学的'方法に上り損!」定した。
 ぬ中のKiTli11&33活1二豊は梅破)て強力であり,2イ報く希釈し・允1加キでの半漁lill旅t約r分で
 あった。血中kinma8eの至適pHは約Z4であり,uH5,6以下では1、≒佳は完全に消失し
 た。又そ¢)至趨温肢は5日Cてあった。
 種々の肝疾患及び甲状腺翫能亢進症ケこかいては,備中1口.niロdse活性は正常者に.比し著明
 に上昇t、.て1のた。気で1'支一1、1、1,慰宛作中の愚者では活性は低下していた。そ'の他の症.尋でけ正常者に
 .比し有意な差を示ざなカゴつた。諸種肝疾患お・工び甲暖丸ll曝職能亢進症.亡こ府・,へて中い旨kinlnaS曇
 活性力㌧ヒ昇してiハるという矢ll.見1喋,こオ'しまでrこ報告されていない。
 著者は,気管支帰、段息・者で難中kininごse活性か低下していふことは,この疾患に才デいて
 血中kin土■含有量が多いという嶺実と併せて,k泊1inのこの疾患にお・ける病因的後書弓を戴く
 示唆するものと考又一た。従来,ll!i漿中にはOdfbOxyDep亘da曲Nと呼ばれろkinmase
 が存在し,その活性副子硬変にむいては底下することが知られてい.るが,著者ほ,以上の実験成績
 から,肝硬変等に』到(てはcarboxypeptiαa呂eNとほ異なるkin1ロaseが増加する
 ものと推察した。
 以上,本論文は亘江中kinindse活性の簡易でしかも正確な測定法を考案し,それにより2,.ろ
 の疾患に蔚ける本酵素の油性に関し新しい知見を加えたものであり,単位授一与に1直すると考えら
 れ乃。
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